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はじめに 
佐藤らは、心理的指標(日本版 POMS)を用いた実
験によりマッサージ前後で、緊張―不安,疲労の 2
項目に関して有意差があった 1)と報告している。
また井上の実験によると、温湯に手を浸した手浴
(以下湯温浴)と、温湯に手を浸しその中に 5分間、
手背・手掌側ともに指尖から手根部を押すマッサ
ージを実施した手浴(以下マッサージ浴)の平均皮
膚温度を比較した。有意差は認めらなかったが、
マッサージ浴の方が上昇傾向であった²)。と述べ
ている。実習で脳梗塞の患者さんを受け持ち、手
浴と同時にマッサージを実施したところ、患者さ
んの肩の緊張がほぐれ、表情が穏やかになった。
この経験から手浴にマッサージを加えることで、
脳に何らかの刺激をもたらすのではないかと考え
た。マッサージが脳に与える影響について田中ら 
は測定部位により有意な差は見られなかったが脳
血流の上昇はみられた 3)。このような結果から手
浴時にマッサージなどの刺激を与えることで、脳 
血流が増加するのではないかと仮説をたてた。こ
の仮説を立証するために、前頭葉の酸化ヘモグロ
ビン(Oxy-Hb)濃度変化を NIRS(日立メディコ㈱製
の ETG-400)によって明らかにする。また、その時
の情動の変化を心理尺度から明らかにすることを
目的とした。 
[用語の定義] 
矢野によるとマッサージとは、術者の手指で、相
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要 旨 
 手浴とハンドマッサージ浴が脳血流に及ぼす影響について光トポグラフィ－装置(near-infrared 
spctroscopy)を用いて、前頭葉の酸化ヘモグロビン(Oxy-Hb)濃度変化を指標に検討した。また、情
動の変化については測定後にVAS(Visual Analogue Scale)を実施し検討した。被験者は健康な女子
学生8名(平均年齢21.0歳±0.67)で手浴とハンドマッサージ浴をそれぞれランダムで60秒間測定し
た。刺激直前の安静時平均 Oxy-Hb量と刺激時の平均 Oxy-Hb量を比較したところ、手浴のみの場合
とハンドマッサージ浴の場合ともに Oxy-Hb量の増加が見られた。また、ハンドマッサージ浴の場合
の方が手浴の場合と比べて有意差は見られなかったが Oxy-Hb量の増加が多くみられた。VASに関し
ては、ハンドマッサージ浴のほうが快方向の値を示し手浴とハンドマッサージ浴で P=0.012 の有意
差が認められた。 
上述した結果から手浴を行う際にマッサージを同時に行うことで、Oxy-Hb量の増加させる可能性や
短時間でのマッサージであっても心地よいという気持ちを与えることができるということが明らか
になった。 
Key Word 酸化ヘモグロビン濃度、ハンドマッサージ浴、手浴、VAS 
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手の人の体の表面に力学的刺激(触れる、なでる、
揉む、押す、震わす、たたく、引っ張る)を与えて
生体反応を起こし、生体の変調を整え、病気を予
防し、健康を増進する施術である⁴)と述べている。
このことからここでのマッサージとは、｢術者の手
指により、相手の手の表面をなでる、揉む、押す
という手技のこと｣とする。 
 
方 法 
1.研究期間 
本研究の研究期間は平成 25年 5月から 12月で
あった。 
2.研究対象者 
 実験の同意を得られたA大学の20～22歳の健常
な女子学生 8名(平均年齢 21歳±0.67)とした。 
3.データ収集方法 
①脳内酸化ヘモグロビン濃度 
 本研究で使用した酸化ヘモグロビン変化を測定
する装置、NIRSは日立メディコ㈱製の ETG-400を
用いた。測定用プローブを脳波測定時に使用する
10×20法に準じて被験者の前頭葉に装着した。装
着後、全プローブのチャンネルで近赤外線を正常
に受光できることを確認した後測定を開始した。
測定チャンネルは 3×11 に配置した 48 チャンネ
ルの領域を測定した。 
②情動評価 
 測定後に VAS(visual analogue scale)によって
手浴とハンドマッサージ浴の感じ方を被験者に記
入してもらい、その長さを測定した。その際、長
さ 20㎝の直線を引き、中間点を 0㎝とした。+10
㎝を快の最大、－10㎝を不快の最大とした。 
4.測定環境 
 本研究の測定環境は湿度 58～60%(平均 59%)、室
温 24～27℃(平均 25℃)であった。手浴、マッサー
ジ浴ともに湯温 41℃に調整した水道水を用い、恒
温機により測定時間中は一定温度を維持した。 
5. 倫理的な配慮 
 対象者に研究の主旨と以下に示す内容を説明
し、実験協力の同意を得た。説明した内容は①実
験で得られたデータに関しては、厳重に保管し個
人が特定できるデータなどは一切公表しない。そ
して、終了後はシュレッターにかけて完全に破棄
すること②実験では大学教員の指導のもとで行い、
安全を確保して行うということ、③同意が得られ
たあとであっても実験を中止することは可能であ
ること、④実験の際中に具合が悪くなってしまっ
たり、体調の変化が見られた場合は、すぐに実験
を中止することが可能であることを説明し文書で
同意を得た。 
6.実験における注意 
 実験は室温 24～27℃、湿度 58～60%に設定した
無臭の部屋で行い、実験を始める 15分前には実験
の主旨と内容を説明し、同意を得てから実験を開
始した。実験中は、被験者に閉眼してもらい、他
因子によって影響がないように配慮した。また、
実験の際中は必要以上の肌の露出が無いように配
慮した。そして安静時間の際には手が冷めないよ
うにタオルで包み配慮した。 
7.実験プロトコール 
 実験当日は、被験者に実験の主旨と内容を説明
し同意を得た。それから別室にて NIRS を用いた
Oxy-Hb濃度測定を行った。 
60秒の手浴を実施した後、60秒の安静時間を取っ
た。その後、60秒のハンドマッサージ浴を実施し、
再び60秒の安静時間を取った。実験終了後にNIRS
のプローブを外し、別室にて研究実施後の VASを
記入してもらった。 
 
 
 
 
 
 
手浴とハンドマッサージ浴に関してはランダムで
行った。 
手浴とハンドマッサージに方法に関しては以下に
示す。 
 
手浴(60秒) 
安静(60秒) ハンドマッサージ浴(60秒) 
安静(60秒) VAS 
安静(10秒) NIRS装着 
NIRS外す 
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[手浴方法] 
①実施前に被験者の健康状態を口頭で確認する 
②手首まで湯温につける。湯温は 41℃で発砲スチ
ール容器の 2/3程度の量の湯温を準備する。 
③手浴後、タオルで手をつつみ保温した。 
[ハンドマッサージ方法] 
手掌側を(a)手根部から第2指根部と第3指根部の
間に向けて、(b)手根部から第 3指根部と第 4指根
部の間に向けて、(c)手根部から第 4指根部から第
5 指根部の間に向けて、少しずつスライドさせな
がら押した⁵）。 
押し方は、被験者に苦痛がないか確認しながら行
った。 
8. データ分析方法 
 前頭部の Oxy-Hb量は NIRSで測定し、刺激直前
の安静時 Oxy-Hbと Oxy-Hb量の変化の平均値を倍
数計算し分析した。Oxy-Hb量及び心理尺度の分析
は SPSSver18 で Wilcoxon の符号付き順位で検定
により有意差を判定した。 
 
結 果 
今回、20～22 歳の女性 8 人を対象に前頭葉の
Oxy-Hb 濃度変化を NIRS によって測定することで
検討した。また、心理的データとして手浴のみと
マッサージ浴での快・不快を VAS用いて測定後に
実施した。 
1.Oxy-Hb濃度変化 
 今回の実験結果は図 1に示した通りである。 
 手浴のみの場合は直前の安静時に比べて平均
1.073(±0.237)mmol/mmに Oxy-Hb量が増加し、マ
ッサージの場合は直前の安静時に比べて平均
1.091(±0.326)mmol/mmにOxy-Hb量が増加したが
p=0.161 と有意差は見られなかった。しかし、マ
ッサージの場合の方が手浴のみの場合と比べて
Oxy-Hb量が僅かに増えることが明らかになった。 
2.VAS 
 今回の実験結果は図 2に示した通りである。 
 手浴の場合は平均 4.11(±5.16)㎝、ハンドマッ
サージ浴の場合は平均 7.89(±1.08)㎝とともに
快方向に位置しており、P=0.012 となり有意な差
が見られた。 
3.自由記載 
・「気持ちよかった」8名 
・「手浴のみよりもマッサージがあったほうが気
持ちよかった」8名 
・「マッサージでは血が手の先まで行き渡ってい
る気がした」1名 
・「手浴のみでじゃじんわり全身もあたたかくな
った」1名 
・「マッサージではあたたかく、人と手が触れて
いるため安心感があった」1名 
 
考 察 
 NIRS を用いた Oxy-Hb 量の結果から、手浴のみ
の場合とハンドマッサージ浴の場合ともに前頭葉
の Oxy-Hb量は増加した。先行研究では、｢清拭刺
激｣でも「入浴刺激」と同じように脳の賦活効果が
あるという報告⁶）がある。今回の実験でも同様に
脳の賦活効果があったと考えられる。手浴とハン
ドマッサージ浴ともに入浴刺激が起こり、脳神経
細胞の神経活動により酸素が消費されそれを補う
ために Oxy-Hb量が増加したと考えられる。そして、
酸素が使用されることにより炭酸ガスが産生され
る。この炭酸ガスは脳血管の拡張作用がある⁶）と
述べている。また、永坂らは湯温による温熱刺激
は交感神経作用を抑制し、血管緊張低下による血
管拡張を生じさせ、血流を増加させると述べてい
る 7）。以上のことから手浴のみとハンドマッサー
ジ浴の両方ともに脳血流量が増加したと考えられ
る。また、有意差は認められなかったがハンドマ
ッサージ浴の方が手浴のみに比べて Oxy-Hb 量の
増加率が僅かに高かった。岩倉らは、マッサージ
は物理的な圧を血管やリンパ管に加えられること
から局所の血流を増加させることが可能であると
述べている⁸)。また、内田は、麻酔を行ったラッ
トの顔や前肢や後肢に鍼刺激を 1分間加えると大
脳皮質血流量が約 10～20％増加することを明ら
かにしている⁹)。このことからハンドマッサージ
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浴を行うことで局所の血管拡張作用による循環促
進や身体刺激となり脳が刺激されことでさらに
Oxy-Hb量の増加につながったと考えられる。 
 また、先行実験では鍼刺激という苦痛のある刺
激を与えることで脳血流量が増加している。今回
の実験のハンドマッサージ浴では、苦痛のない刺
激で行ったため、リラクゼーション効果が出たの
ではないかと考えられる。 
 VAS の結果では、手浴のみとハンドマッサージ
浴ともに心地よさが認められた。これは、湯温に
よる温熱刺激に筋緊張を低下させる⁸）効果がある
ことから両方ともに心地よい気持ちにつながった
と考えられる。ハンドマッサージ浴は手浴のみに
比べ心地よさが認められた。マッサージには心拍
数や血圧を減少させる²）という効果がある。この
ことからマッサージしたことにより副交感神経が
優位になり、リラックス状態になったと考えられ
る。自由記載に関しても手浴のみよりもハンドマ
ッサージ浴のほうが心地よさを得られたという意
見が多かった。このことからもハンドマッサージ
浴を実施したことで筋緊張が低下し、人の温もり
により安心感を得ることができリラックス状態に
なったのではないかと考えられる。 
 以上のことから手浴をする際には同時にマッサ
ージを加えることで脳血流量を増加させることや
1 分という短時間での刺激であっても心地よいと
いう気持ちを与えることができるということが明
らかになった。手浴などの臨床現場において看護
援助で多く行われている。この研究は今後の臨床
現場においての効果的かつ質の高い看護援助につ
ながるのではないかと考えられる。 
 
結 論 
以上により、手浴を行う際は同時にマッサージ
を加えることで脳血流量が増加し、短時間で心地
よいという気持ちを与えることができることが明
らかになった。 
今後の課題 
今後の課題として、マッサージ方法には様々な手
法があることから脳血流を増加させるための効果
的なマッサージ方法について検討してく必要があ
る。また、今回は女性 8名で行ったが、より効果
的な方法を検討していくにあたり、多くの人数と
女性のみでなく男性も含め、性別に関しても考慮
して検討していく必要があると考える。 
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図 1. 手浴とハンドマッサージ浴の前頭葉Oxy-Hb量の増加量の比較 
 
図 2.手浴とハンドマッサージ浴時のVAS平均値 
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